
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 22 年 5 月 14 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究代表者の専門分野： 工学 
科研費の分科・細目： 情報学・知能情報学 
キーワード：データマイニング，プライバシー，地理情報システム，時空間データベース 
 
１．研究計画の概要 
 データマイニングの対象となるデータは，
当初，当事者の意思とは関係なく収集され，
解析されてきた．また，発見される知識の利
用方法に対してもデータ所有者の裁量に任
されていた．そのため，データマイニングア
ルゴリズムの多くはその効率性や発見され
る知識の有用性に重点が置かれてきた．しか
し，近年，個人情報に対する意識が高まり，
旧来のマイニング技術の多くが個人情報保
護の観点からは機能的に不十分であること
が認識され，このことがマイニング技術を応
用するにあたっての障害となってきている．
そこで本研究では，個人情報を十分に保護し
たマイニング技術の開発を目標としている． 
 
 
２．研究の進捗状況 
 データをある程度のグループ単位で集計
し，集計情報として保存管理することで，個
人レベルの情報を特定できない形にできる．
集計情報からは個人レベルの情報を特定で
きないため，このような状態のデータをマイ
ニング対象とすることができるならば個人
情報を保護することができる．しかし，既存
のデータマイニングアルゴリズムはこのよ
うに集計された情報源からうまく知識を発
掘することができない． 
 本研究では，これまでこのような集計情報
の形態で提供される情報源をターゲットと
した知識発掘技術の開発に取り組んできた．
昨年度までに，この目的のもと個人情報を保
護したうえでのスカイライン問い合わせ機
能の開発を行った．現在，時空間情報を対象
としたスカイライン問合せの機能拡張を行

っているが最終年度となる今年度は，この機
能の詳細な応用実験を行い，完成度を高めて
ゆく予定である． 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
(理由) 
 アルゴリズムやシステムの開発は，最終年
度に開発する予定の一部の機能を除き，ほぼ
完成しており，実験を通して得られたこれま
での成果は，学会において公表している．以
下の「代表的な研究成果」に挙げたものを含
め，現時点で (採録が決定した掲載予定のも
のを含め)17 編の本研究に関連した論文を公
表している． 
 技術移転に関しては，ある大手企業と機密
保持契約を締結し，一部を共同で開発しよう
としたが，不況の影響で先方のほうでプロジ
ェクトを続けることが困難となったため，技
術移転の具体化までは進んでいない． 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 技術移転や，特許出願まではいたっていな
いが，当初計画通り研究成果は上がっている
ので，引き続き計画通りに研究開発をすすめ，
その成果を論文として公表してゆく予定で
ある． 
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５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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